
「九条の会」あいち・大学人の会 講演会 

 
 

 

「冷戦の終焉」が喧伝されて 30有余年、国際社会は依然として混迷、危機の真っ只中にある。ウクライナへのロシア

の侵攻、ガザに対するイスラエルの苛烈なる攻撃、これら二つは、2014 年にも同時併行した。他方日本においては

2014 年に集団的自衛権が、2022 年末には「敵基地攻撃能力」を明記した「国家安全保障戦略」が閣議決定されて

いる。報告ではウクライナとパレスチナの戦闘と日本の安全保障戦略が密接に連携している実態を提示したい。 

日時:2024年 1月 27日(土)14時 00 分～16時 30分(開場：13 時半)  

会場:愛知民主会館 2階 
    地下鉄 東山線・新栄駅 2 番(東)出口から西へ 30ｍ、南に狭い道を入り 30ｍ 
資料代：500 円(院生・学生以下は無料) 

主催 ： 「九条の会」あいち・大学人の会、名古屋大学九条の会 

協賛 ： あいち九条の会、日本科学者会議愛知支部、安保関連法に反対する愛知学院大学関係者有志の会、 
中京大学九条の会、愛知工業大学九条の会、「安全保障関連法」に反対する中京大学有志の会、 
愛知大学九条の会、名古屋学院大学平和学研究会、愛知県立大学九条の会、九条の会・岐阜大ネット、 
「安保法」に反対する愛知教育大学・大学人の会、安保法制に反対する三重大学教員有志、 

「安全保障関連法案」に反対する岐阜大学関係者有志、日本福祉大学九条の会 
  

連絡先：yhadachi@khe.biglobe.ne.jp   052-411-2737(足立) 

講演 定形衞 (名古屋大学法学部元教授・国際政治史） 

｢歴史の現段階と国際社会 ― ウクライナ・パレスチナ・日本からみる」 
 

 
 

 

↑ 
愛知民主会館 

 


